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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

健
勝
に
て
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
社
会
全
体
で
デ
ジ

タ
ル
化
が
加
速
し
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お

き
ま
し
て
も
積
極
的
に
各
種
対
応
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。

　
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
」
施
行
か
ら

１
年
が
経
過
し
、
会
員
専
用
サ
ー
ビ
ス

「Sm
ile to Sm

ile

サ
ー
ビ
ス
」
を
活
用

し
た
就
業
条
件
明
示
書
、
及
び
配
分
金

明
細
書
等
を
電
子
提
供
と
す
る
な
ど
、

会
員
の
皆
様
に
関
連
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

が
一
層
進
展
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
デ
ジ
タ
ル
化

の
実
現
を
目
指
し
、
継
続
的
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
包

括
的
な
支
援
に
も
注
力
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
、
当
セ
ン
タ
ー
は
設
立
40
周
年

を
迎
え
ま
す
。
設
立
時
３
５
４
名
の
会

員
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
今
や
２
千
名

を
超
え
る
組
織
へ
と
成
長
し
、よ
り
一
層

地
域
社
会
の
活
性
化
へ
貢
献
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も「
自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助
」
の
基
本
理
念
の
下
、
会
員
・
役

員
・
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
さ
ら
な
る
組
織
基

盤
の
強
化
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
今
年
の
干
支
「
丙
午
」
は
、

40
周
年
に
相
応
し
く
、
勢
い
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
て
活
動
的
に
な
る
年
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
当
セ
ン

タ
ー
事
業
に
積
極
的
に
参
画
さ
れ
、
素

晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
就
業
を

通
し
て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
就
業
機

会
を
提
供
す
る
ほ
か
、
い
き
い
き
仕
事

セ
ン
タ
ー
で
、
常
用
雇
用
を
含
め
、
総

合
的
に
就
労
を
支
援
さ
れ
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
秋
、
松
山
市
駅
前
広

場
が
完
成
し
ま
す
。
人
々
の
往
来
と
賑

わ
い
を
つ
な
ぐ
松
山
の
交
通
・
交
流
拠

点
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
一
層
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し

た
中
、
様
々
な
業
種
で
人
手
が
不
足
し

て
お
り
、
社
会
の
担
い
手
と
し
て
働
く

会
員
の
皆
様
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
松
山
市
で
は
、
高
齢
者
就

労
の
受
け
皿
と
な
る
企
業
を
確
保
す
る

た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
山
や
経
済
団

体
と
協
力
し
、
経
営
者
に
就
労
実
態
や

求
人
状
況
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
明
る
く
活
力
あ
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
高
い
見
識

や
技
能
、
そ
し
て
豊
か
な
経
験
を
持
つ

高
齢
者
の
方
と
、
積
極
的
に
連
携
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
か
ら

お
祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

松
山
市
長

�

野
志　

克
仁

松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長

�

髙
橋　

祐
二

新
春
を
迎
え
て

新
春
を
迎
え
て
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年男・
　年女

シルバーファースト　
100歳までにまだ1周り以
上ある。負けてたまるか！！
� 大石 君政さん（84歳）

シルバー会員になり、会員
さんとの出会いと今の仕事
に感謝です。
� 水田 加代子さん（84歳）

一年間、健康で元気に楽
しく、自分のお仕事を精
一杯頑張ります！！
� 織田 美恵子さん（72歳）

落ち着いてケガなく他の
メンバーと協力し合って
仕事を頑張ります。
� 西原 浩二さん（72歳）

年女を迎えて心から嬉しく思い
ます。今まで大きな病気もせず
久米愛あいサロンでは皆様に囲
まれ楽しく過ごすことができ幸
せです。これからも健康に気を
つけ元気で地域の方と過ごして
いきたいと思います。
� 正岡 美保子さん（84歳）

気力・体力のあるうちに
残りの人生を楽しみたい
と思います。
� 中家 彰夫さん（84歳）

私の活力の源は仕事にあります。この歳
まで働かせていただき感謝しかありませ
ん。様々な刺激を受けながらもこれから
の人生を明るく前向きに歩んでいこうと
思っています。� 道下 千尋さん（84歳）

「日々是好日」の心がけ
で毎日に感謝！
� 藤田 啓二さん（72歳）

孫たちの体力に負けないように
足腰元気シルバー健康サロンと
ウォーキングで体力づくりし、
これからの人生まだまだ楽しみ
ます。� 井上 克美さん（72歳）

シルバー人材センターへ入会して17年、
こんなに長くお世話になるとは思ってい
ませんでした。今も松山シルバー主催
のゴルフコンペに年2回出席させてもら
い楽しんでいます。あと2年、85歳まで
は元気でありたいと思います。
� 伊賀 勝さん（84歳）



シ ル バ ー 松 山 （ 4）

右の二次元コードからご応募下さい（令和８年２月28日必着）
※応募の個人情報は、粗品発送のみに使用　
※正解はホームページで３月末に発表

タテのカギ
①松山では俳句の道や平和通り沿いに多く並んでいる
②〇〇〇芋、〇〇〇揚げ、〇〇〇汁
③「水と〇〇〇」は決して混じり合わない関係のたとえ
④クレオパトラの鼻もこうだったとか
⑤青銅、真鍮など金属製の大きな円盤を打ち鳴らす楽器
⑥森林浴やサウナで身も心も〇〇〇〇〇〇
⑩「もう一杯」
⑪道後温泉別館『〇〇〇乃湯泉』
⑫「咎」「科」共通の読みは？
⑭日本酒造りの職人集団を統率する人
⑮「成功は〇〇〇に皆様方のおかげです」

ヨコのカギ
①硬い幹が無く、柔らかな植物一般の総称
③400年以上の歴史がある徳島県の伝統芸能
⑦薬味で味変が楽しめる名古屋の名物料理
⑧裸の女性。〇〇像
⑨ゴム、恋人、ともに〇〇〇
⑫遠視の人がかけるメガネは〇〇レンズ
⑬愛媛県と高知県にまたがる四国〇〇〇〇
⑮太陽も月も出る方向は同じくこちら側
⑯大晦日深夜から新年に向かって〇〇〇〇ダウン
⑰正岡子規を献身的に介護した妹の名前は？
⑱「〇〇を正す」は気持ちを引き締めること

「
我
が
家
の
ペ
ッ
ト
自
慢
」
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
と
一
緒
の
写
真
を
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
細
は
事
務
局
会
報
担
当
／
矢
野
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
自
慢

正解者の中から抽選で
10名に粗品進呈

ゆ

カギを参考にマスを埋めて下さい。
黄色のマスの文字を並べ替えると
ある言葉になります。

【ヒント】
　冬の幻想的な自然現象

① ②　 ③　 ④ ⑤ ⑥

⑦ 　 　 　 　  ⑧ 　

　 　 ⑨ 　 　 　 　

⑩ ⑪ 　 　 　 ⑫ 　

⑬ 　 　 ⑭　 　 ⑮ 　 　

　 ⑯　 　 　 　 　 　

⑰ 　 　 　 　　 ⑱　 　 　

頭 の 体 操

水本弘子

眼鏡をかけている
警察犬のアル （息子10歳）、

ループ （13歳父） はお父さん犬で
親子で仲よく？過ごしています。

しゅうまい
（８歳）
男の子

アル（10歳）
男の子

ループ（13歳）
男の子

僕も生後8年たちましたが、
先日中年太りと言われ、

少しダイエットするようにと言われました。
でも、あの“ちゅーる”のおいしさを

知ってしまったら、
なかなか我慢できないにゃ～

濱石静美
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（
順
不
同
）

12
月

　
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
清
水
町
は
、
昨
年

の
９
月
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か

ら
６
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、

コ
ロ
ナ
の
猛
威
で
休
館
し
た
り
、
施
設

内
部
の
老
朽
化
で
備
品
交
換
や
屋
根

修
理
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え

た
り
、
と
に
も
か
く
に
も
、
通
年
週
５

日
の
教
室
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。昨
年
の
９
月
、

10
月
に
は
１
カ
月
に

三
百
数
十
名
も
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ

く
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に

利
用
者
様
の
理
解

と
ご
協
力
、
ス
タ
ッ

フ
の
絶
え
間
な
い
接

遇
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
な

か
で
進
む
高
齢
化
の

状
況
に
あ
っ
て
、
高

齢
者
が
お
か
れ
て
い

る
立
ち
位
置
は

様
々
な
問
題
を
含

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ロ
ン
は
、
参
加
す
る
高
齢
者

一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
自
分
の
役
割

や
潜
在
的
な
力
や
可
能
性
を
見
い
だ

し
、
そ
れ
を
仲
間
と
一
緒
に
活
か
す
こ

と
と
、
新
た
な
楽
し
み
や
生
き
が
い
を

見
い
だ
す
「
場
」
の
提
供
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
「
居
場

所
」
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
志
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
年

齢
を
越
え
て
就
労
で
き
る
場
所
と
し

て
も
展
開
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
目
的
で
の
シ
ル
バ
ー
サ
ロ

ン
清
水
町
を
、
今
後
と
も
、
変
わ
る
こ

と
な
く
ご
利
用
、
ご
活
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
一
同
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

６
周
年
を
祝
っ
て

シ
ル
バ
ー

サ
ロ
ン
清
水
町

　

俳
句
入
門
教
室
「
き
よ
み
ず
句
会
」
は
、
毎
月
第
２
土
曜
日
、

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
清
水
町
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
春
海
被
写
体
探
し
う
ろ
う
ろ
と	

く
も

小
春
日
や
お
膝
に
抱
っ
こ
グ
リ
と
グ
ラ	

ひ
ろ
こ

小
春
日
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
出
る
準
備	

椿

眼
帯
の
中
へ
光
の
小
春
か
な	

芲
勝
美

小
春
空
自
転
車
軽
く
特
売
日	

翠

小
春
風
笑
っ
て
す
ま
す
物
忘
れ	

千

釣
り
人
の
等
間
隔
に
小
春
か
な	

の
ん

久
び
さ
に
洋
服
買
い
に
町
小
春	

け
い

園
小
春
一
目
散
に
象
舎
へ
と	

千
鳥

小
春
日
の
杖
持
つ
母
と
見
舞
う
父	

流
水

小
春
の
日
だ
ま
り
微
睡
む
幼
な
猫	

じ
ゅ
ん

小
春
日
の
す
ご
い
も
の
市
リ
ン
ゴ
飴	

ま
る

ハ
イ
ネ
の
詩
集
閉
ぢ
て
小
春
の
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー	

竜
胆
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松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設立40周年記念特集
第二弾

設
立
40
年
の
あ
ゆ
み
（
H9
〜
H18
）

ヒストリー

　
今
号
で
は
、
第
二
弾
と
し
て
設
立
11
年
か
ら
20
年
の�

あ
ゆ
み
を
辿
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆�

会
員
数
及
び
契
約
金
額（
受
託
事
業
）

の
推
移

　

会
員
数
は
こ
の
10
年
間
で
2
倍
の

２
４
１
４
人
、
女
性
比
率
は
42
・
３
％

と
４
割
を
超
え
、
セ
ン
タ
ー
事
業
拡

充
と
共
に
上
昇
し
ま
し
た
。
事
業
実

績
は
Ｈ
９
年
時
の
２
・
１
倍
と
な
り
、

Ｈ
18
年
度
末
に
は
初
め
て
10
億
円
を

超
え
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

◆
大
き
な
出
来
事

一
、�

Ｈ
13
年
４
月
「
介
護
保
険
事
業
」

開
始

二
、�

Ｈ
13
年
６
月
「
設
立
15
周
年
記

念
式
典
」
開
催

三
、�

Ｈ
16
年
11
月
「
北
条
・
中
島
福

祉
事
務
所
」
新
設

四
、�

Ｈ
17
年
１
月
市
町
村
合
併
に
伴

う
「
北
条
支
部
・
中
島
支
部
」

開
設

五
、�

Ｈ
17
年
９
月
「
一
般
労
働
者
派

遣
事
業
」
開
始

六
、�

Ｈ
18
年
11
月
「
設
立
20
周
年
記

念
大
会
」
開
催

　

新
し
い
事
業
の
開
始
や
新
し
い
事

業
所
の
開
設
な
ど
当
セ
ン
タ
ー
拡
充

の
時
期
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
設

立
15
周
年
・
設
立
20
周
年
の
記
念
式

典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年齢区分別会員数と契約金額の推移（H9～H18）

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
～60歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳～ 事業実績（万円）

契
約
金
額

会
員
数

48196
50109

56947 56949 64776
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写真で見る松山市シルバー人材 センターのあゆみ 1997年から2006年（H9年～H18年）

設立10周年記念
『シルバー松山』発刊

（H10年3月）

自動車運転適性診断講習会
（H11年3月）

子育て支援事業スタート
（H12年6月）

介護保険事業開始
（H13年4月）

設立15周年記念式典・シルバーフォーラム開催
（H13年6月）

温もり喫茶開設
（H13年11月）

シルバー健康フェスティバル
（H14年3月）
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平
成
9
年
～
18
年
ま
で
に
ご
入
会
さ
れ
た
会
員
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

№
１ 

松
井
正
行
さ
ん
（
H
10
年
入
会
）

　

入
会
当
初
は
駐

車
場
管
理
の
仕
事

を
し
ま
し
た
が
、

結
局
は
職
業
訓
練

校
で
半
年
間
学
ん
だ
剪
定
の
仕
事
に

落
ち
着
き
、
約
20
年
間
携
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
以
外
で
も
ゴ

ル
フ
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
ゴ
ル

フ
仲
間
に
会
え
る
の
も
楽
し
み
で
し

た
。
セ
ン
タ
ー
は
私
の
生
き
が
い
の

場
。
仕
事
も
趣
味
活
動
も
、
健
康
第

一
！
仲
間
と
共
に
技
術
を
磨
き
、
人

に
喜
ば
れ
る
仕
事
が
大
切
だ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

№
２ 

太
鼓
栄
美
子
さ
ん
（
H
11
年
入
会
）

　

セ
ン
タ
ー
は
私

に
と
っ
て
「
元
気

の
源
」
で
あ
り
、

人
生
で
最
も
あ
り

が
た
い
場
所
で
す
。
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
人
と
の
出
会
い
、
仕

事
や
学
び
を
通
じ
て
成
長
で
き
た
こ

と
、
仲
間
と
共
に
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
せ
た
こ
と
は
、
今
の
私
の
喜
び

や
自
信
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
会
員
や
事
務
局
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

№
３ 
武
智
時
子
さ
ん
（
H
15
年
入
会
）

　

早
い
も
の
で
入

会
し
て
23
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

入
会
当
日
に
仕
事

の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
様
々
な
仕

事
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
職

場
で
も
良
い
メ
ン
バ
ー
と
出
会
え
て

今
で
も
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
現

在
は
派
遣
事
業
や
本
部
の
仕
事
を
し

つ
つ
「
シ
ル
バ
ーFarm

平
井
」
の
一

員
と
し
て
青
空
の
下
楽
し
く
農
作
業

や
イ
ベ
ン
ト
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。

充
と
共
に
上
昇
し
ま
し
た
。
事
業
実

績
は
Ｈ
９
年
時
の
２
・
１
倍
と
な
り
、

Ｈ
18
年
度
末
に
は
初
め
て
10
億
円
を

超
え
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

◆
大
き
な
出
来
事

一
、�

Ｈ
13
年
４
月
「
介
護
保
険
事
業
」

開
始

二
、�

Ｈ
13
年
６
月
「
設
立
15
周
年
記

念
式
典
」
開
催

三
、�

Ｈ
16
年
11
月
「
北
条
・
中
島
福

祉
事
務
所
」
新
設

四
、�

Ｈ
17
年
１
月
市
町
村
合
併
に
伴

う
「
北
条
支
部
・
中
島
支
部
」

開
設

五
、�

Ｈ
17
年
９
月
「
一
般
労
働
者
派

遣
事
業
」
開
始

六
、�

Ｈ
18
年
11
月
「
設
立
20
周
年
記

念
大
会
」
開
催

　

新
し
い
事
業
の
開
始
や
新
し
い
事

業
所
の
開
設
な
ど
当
セ
ン
タ
ー
拡
充

の
時
期
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
設

立
15
周
年
・
設
立
20
周
年
の
記
念
式

典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年齢区分別会員数と契約金額の推移（H9～H18）

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
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写真で見る松山市シルバー人材 センターのあゆみ

シルバー健康フェスティバル
（H14年3月）

第2次中長期計画策定
（H14年3月）

通常総会リメイクファッションショー
（H14年6月）

松山まつり野球拳踊り「シルバー連」参加（H15年8月）

北条市、中島町統合契約（H16年9月）

設立20周年記念大会（H18年11月）

一般労働者派遣事業参入
松山実施事務所開設（H17年4月）
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以
上
の
４
項
目
の
補
正
予
算
案
に
つ

い
て
決
議
。

●
報
告
事
項

　

定
款
第
24
条
第
５
項
に
基
づ
く
職

務
の
執
行
状
況
報
告
、
事
業
運
営
会

議
報
告
、
及
び
事
務
局
報
告
を
実
施
。

11
月
末
時
点
正
会
員
数
２
１
２
１
名

（
前
年
同
月
比
、
15
名
減
）。

10
月
末
現
在
の
契
約
金
額
６
億
２
７

７
万
（
前
年
同
月
比
１
０
３
・
８
％
）

■
第
２
号
議
案
「
設
立
40
周
年
記
念

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」

　

当
セ
ン
タ
ー
が
、
令
和
８
年
に
設

立
40
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

⑴
記
念
事
業
の
実
施
内
容

⑵
実
施
計
画

⑶
予
算
計
画

の
３
点
に
つ
い
て
協
議
。
現
時
点
で

の
計
画
と
し
て
、
40
周
年
記
念
式
典

を
令
和
８
年
10
月
に
開
催
（
予
定
）、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

広
報
戦
略
、
予
算
計
画
等
に
つ
い
て

決
議
。

■
第
３
号
議
案
「
令
和
７
年
度
収
支

補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」

⑴
金
融
機
関
の
利
上
げ
に
伴
う
預
金

利
息
収
益
の
計
上

⑵
公
用
車
両
の
交
通
事
故
被
害
に
よ

る
保
険
金
の
受
け
取
り
、
及
び
賃
貸
物

件
に
関
す
る
火
災
保
険
料
中
途
解
約

の
精
算
戻
し
入
れ
に
伴
う
収
支
の
計
上

⑶
新
規
賛
助
会
員
登
録
（
予
定
含
む
、

２
社
）
に
伴
う
収
支
の
計
上

⑷
法
人
会
計
配
賦
分
の
中
退
共
加
入

対
象
職
員
増
に
よ
る
費
用
の
計
上

令
和
７
年
度
第
４
回
理
事
会
を
開
催

　

令
和
７
年
12
月
18
日
（
木
）
に
松

山
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、
第
４
回
理
事
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

各
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

●
議
案
審
議

■
第
１
号
議
案
「
第
６
次
中
・
長
期

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
」

　

12
月
９
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た

「
第
５
回
中
・
長
期
計
画
策
定
検
討

委
員
会
」
に
お
い
て
、
本
計
画
の
内

容
が
具
現
化
し
て
き
た
た
め
、
基
本

視
点
で
あ
る
３
点
、

⑴
数
値
目
標

⑵
経
営
方
針
と
行
動
指
針

⑶
Ｂ
Ｃ
Ｐ

に
つ
い
て
確
認
・
協
議
。
ま
た
、
本

計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
共
生
」

「
共
育
」「
共
創
」
を
掲
げ
、
地
域
と

連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
、
決
議
。

　

松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
農
で
集
う
シ
ル
バ
ー
パ

ワ
ー
」
が
今
後
の
活
躍
が
期
待
で
き

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
団
体
と

し
て
、
中
国
四
国
農
政
局
「
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
農

む

ら

山
漁
村
の
宝
」
地
方
奨
励

賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
23
日
（
火
）
に
は
、
松
山
市

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
で
、
農
政
局
愛

媛
県
拠
点
の
須
田
地
方
参
事
官
よ
り

大
野
副
理
事
長
へ
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
、
そ
の
後
、
記
念
撮
影
や
職
員
の

皆
さ
ん
と
セ

ン
タ
ー
と
の

意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

地
方
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
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●
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　

10
月
15
日（
水
）に
第
3
期「
安
全
・

適
正
就
業
委
員
会
」
を
開
催
。
第
2

四
半
期
の
事
故
発
生
状
況
と
モ
ラ
ル

欠
如
事
案
、
安
全
巡
回
指
導
結
果
報

告
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
の
参

加
報
告
、
シ
ル
バ
ー
会
員
就
業
支
援

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。

●�

正
会
員
の
活
動
の
在
り
方
等�

検
討
委
員
会

　

10
月
31
日
（
金
）、
第
3
回
「
正
会

員
の
活
動
の
在
り
方
等
検
討
委
員
会
」

を
開
催
。
会
議
で
は
、
就
業
ル
ー
ル

作
成
に
係
る
課
題
の
洗
い
出
し
、
地

域
の
期
待
と
セ
ン
タ
ー
事
業
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
、
会
員
さ
ん
の
意
識
調
査

結
果
、
認
知
症
と
就
業
ル
ー
ル
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。

■
営
業
推
進
実
行
委
員
会

　

12
月
3
日
（
水
）
に
開
催
し
た
第

3
回「
営
業
推
進
実
行
委
員
会
」で
は
、

令
和
7
年
度
の
派
遣
事
業
、
職
業
紹

介
事
業
の
実
績
報
告
（
R
７
・
４
～

R
７
・
10
）が
あ
り
、派
遣
事
業
で
は
、

前
年
対
比
１
０
７
・
５
％
、
就
業
延

べ
日
数
ベ
ー
ス
で
１
０
１
％
、
職
業

紹
介
事
業
は
、
就
職
人
数
29
人
（
前

年
31
人
）
と
概
ね
前
年
並
み
の
実
績

で
推
移
し
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
派
遣
先
巡
回
の
予
定
、

求
人
開
拓
に
関
す
る
営
業
活
動
の
実

施
状
況
、
最
低
賃
金
の
改
正
に
伴
う

契
約
の
変
更
及
び
校
務
員
代
員
業
務

に
お
い
て
発
生
し
た
労
働
災
害
の
概

要
及
び
対
応
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

に
関
連
す
る
法
改
正
（
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
義
務
化
・
日
本
版
D
B
S

の
導
入
・
雇
用
保
険
等
の
適
用
拡
大
）

に
関
す
る
説
明
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

講
習
、
派
遣
研
修
会
等
の
開
催
予
定

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

第
5
回　
第
6
次
中
・
長
期
計
画

策
定
検
討
委
員
会

　

12
月
9
日
（
火
）
第
5
回
「
第
6

次
中
・
長
期
計
画
策
定
検
討
委
員
会
」

を
開
催
し
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
６
次
中
・
長
期
計
画
の
作
成
に
あ

た
り
、
は
じ
め
に
議
案
１
と
し
て
、
計

画
策
定
の
基
本
視
点
、
計
画
期
間
と
目

標
年
度
と
本
計
画
の
策
定
フ
ロ
ー
に
つ

い
て
協
議
し
了
承
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、議
案
２
と
し
て
、セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
外
部
環
境
の
把
握
に
つ
い
て

協
議
し
、
セ
ン
タ
ー
の
将
来
像
と
計
画

目
標
に
つ
い
て
了
承
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
議
案
３
具
体
的
施
策
と
し
て
、
会

員
の
増
強
、
就
業
機
会
確
保
、
会
員
の

健
康
増
進
、

介
護
保
険
に

つ
い
て
協
議

し
了
承
し
ま

し
た
。次
回
、

第
６
回
の
委

員
会
で
引
き

続
き
協
議
す

る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

委
員
会
・
講
習
会
・
研
修
会
だ
よ
り

委
員
会
・
講
習
会
・
研
修
会
だ
よ
り

▲松山記念病院巡回指導
▲ドライバーズセミナー

会員・職員20名参加
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を
体
験
す
る
子
ど
も
さ
ん
も
多
く
、

「
こ
ん
な
大
き
い
の
が
掘
れ
た
！
」
と

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
、
サ
ポ
ー
ト
す

る
農
園
の
会
員
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て

も
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

３
．
す
ご
い
も
の
博
２
０
２
５
出
展

　

11
月
15
日
・
16
日
の
2
日
間
、
シ

ル
バ
ーFarm

平
井
が
「
え
ひ
め
・
ま

つ
や
ま
産
業
ま
つ
り 

す
ご
い
も
の
博

２
０
２
５
軽
ト
ラ
市
」
に
出
展
し
ま

し
た
。
秋
の
味
覚
、サ
ツ
マ
イ
モ
「
紅

は
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
を
活
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
マ

ル
シ
ェ
を
展
開
し
、
来
場
者
に
食
の

楽
し
み
を
提
供
し
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
10
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
月
間
で
す
。
シ

ル
バ
ー
事
業
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
参

加
な
ど
、
普
及
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

１
．
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
開
催

　

11
月
9
日
に
デ
ジ
タ
ル
に
楽
し
く

触
れ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て

「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

体
験
会
」
を
普

及
啓
発
の
一
環

で
実
施
し
ま
し

た
。
内
容
は
、

「
太
鼓
の
達
人
」「
ぷ
よ
ぷ
よ
」「
脳
体

力
測
定
」「
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー

ゲ
ー
ム
」
を
実
施
。
デ
ジ
タ
ル
会
員

さ
ん
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
太
鼓
を
叩
く

動
作
が
楽
し
く
て
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
手
を
動
か
す
の
で
、
自
然
と
腕
や

肩
の
運
動
に
な
る
。
リ
ズ
ム
に
乗
る

と
気
分
も
明
る
く
な
る
し
、
孫
と
一

緒
に
遊
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
．
シ
ル
バ
ーFarm

平
井

「
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験
」

　

11
月
3
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
の
一
環
と
し

えがお

て
、
シ
ル
バ
ーFarm

平
井
で
「
サ
ツ

マ
イ
モ
収
穫
体
験
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
初
10
月
の
予
定
が
天
候
不
順

に
よ
り
11
月
に
変
更
に
な
り
ま
し
た

が
、当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、参
加
者
、

会
員
ス
タ
ッ
フ
、
職
員
、
子
ど
も
さ

ん
12
名
を
含
む
、
総
勢
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
畑
に
広
が
る
、
紅
は
る

か
の
つ
る
を
引
き
、
土
の
中
か
ら
大

き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
顔
を
出
す
と
、 

子

ど
も
た
ち
か

ら
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

初
め
て
収
穫

シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発
月
間
特
集

▲落花生、紅はるかや芋ようかん、
大学いもなど大人気！！
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ド
ラ
イ
ブ
中
、
ド
～
ン
・
ド
～
ン
と

響
く
道
後
温
泉
の
刻と

き

太だ
い

鼓こ

の
音
が
聞
こ

え
て
き
た
。
6
年
に
わ
た
る
本
館
の
保

存
修
理
工
事
が
完
了
し
た
、
道
後
温
泉

街
に
ふ
ら
っ
と
寄
り
道
し
た
く
な
り
、

伊
予
鉄
道
の
道
後
温
泉
駅
近
く
で
車
を

と
め
た
。

　
日
本
最
古
の
湯
と
い
わ
れ
る
道
後
温

泉
と
街
を
巡
っ
て
み
る
。

　
現
在
の
道
後

温
泉
駅
は
、
明

治
時
代
に
建
て

ら
れ
た
旧
駅
舎

を
昭
和
61
年
に

復
元
し
た
も

の
。
駅
広
場
に

は
「
坊
っ
ち
ゃ

ん
列
車
」
が
展

示
し
て
あ
り
、
明
治
の
趣

お
も
む
きを
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
。

　
駅
の
目
の
前
は
道
後
商
店
街
（
道
後

ハ
イ
カ
ラ
通
り
）
の
入
り
口
で
、
そ
の

東
側
に
放ほ

う

生じ
ょ
う

園え
ん

が
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
、
道
後
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
白し

ら

鷺さ
ぎ

が
、

傷
つ
い
た
足
を
癒

し
た
伝
説
に
基

づ
く
足
跡
が
残
っ

た
「
鷺さ

ぎ

石い
し

」
や
、

昭
和
29
年
ま
で

使
わ
れ
て
い
た

「
湯
釜
」
か
ら
湯
が
注
が
れ
る
足
湯
、

坊
っ
ち
ゃ
ん
カ
ラ
ク
リ
時
計
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。

　

商
店
街
は
北
へ
真
っ
直
ぐ
１
６
０
ｍ

進
み
、
そ
こ
で
直
角
に
右
に
曲
が
り
東

へ
80
ｍ
続
く
。
そ
の
先
に
は
「
道
後
温

泉
本
館
」
が
あ
る
。
ア
ー
ケ
ー
ド
街
は

明
る
く
活
気
が
あ
り
国
内
外
の
観
光
客

で
溢
れ
て
い
た
。

　

昼
時
の
す
き
っ
腹
！　

甘
辛
い
醤
油

の
香
り
に
誘
わ
れ
て
「
ぬ
れ
お
か
き
」

を
買
っ
た
。

　

少
し
後
戻
り
す
る
が
、
商
店
街
の
曲

が
り
角
の
直
ぐ
北
西
方
に
は
、
多
く
の

松
山
市
民
に
長
く
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ

て
き
た
蔵
屋
敷
風
の
「
椿
の
湯
」
が
あ

る
。
そ
の
西
側
に
は
、
平
成
29
年
10
月

に
飛
鳥
時
代
の
建
築
様
式
を
取
り
入
れ

た
道
後
温
泉
別
館
の
「
飛あ

す
か鳥
乃の

湯ゆ泉
」

が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

　

道
後
温
泉
本
館
は
道
後
の
シ
ン
ボ
ル

だ
！　

木
造
三
層
楼
で
塔
屋
（
振し

ん

鷺ろ

閣か
く

）
を
設
け
て
い
る
。

　
一
階
に
は
男
女
別
に
神
の
湯
と
霊た

ま

の

湯
、
二
階
は
神
の
湯
と
霊
の
湯
の
休
憩

室
に
な
っ
て
い
る
。
三
階
は
霊
の
湯
の
個

室
休
憩
室
が
８
部
屋
あ
る
。

　

三
階
屋
根
部

の
振
鷺
閣
の
四

面
は
、
赤
色
ギ

ヤ
マ
ン
ガ
ラ
ス
の

窓
で
囲
ま
れ
、

電
灯
が
灯と

も

っ
た

夜
の
風
情
は
真

紅
に
輝
い
て
、
道

後
温
泉
の
情
緒

を
鮮
や
か
に
引

き
立
て
て
い
る
。

振
鷺
閣
に
は
刻と

き

を
知
ら
せ
る
刻

太
鼓
が
置
か
れ
、

朝
と
夕
６
時
に
は
６
回
、
昼
12
時
に
は

12
回
の
太
鼓
で
刻
を
知
ら
せ
て
い
る
。

　

本
館
は
平
成
６
年
に
日
本
の
公
衆
浴

場
と
し
て
初
め
て
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
ま
た
、
振
鷺
閣
と
刻
太
鼓

は
「
残
し
た
い
日
本
の
音
風
景
１
０
０

選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　
本
館
の
東
側
に
は
檜ひ

わ
だ皮
葺ぶ

き

屋
根
の
荘

厳
な
「
又ゆ

う

新し
ん

殿で
ん

」
が
あ
る
。
こ
こ
は
日

本
唯
一
の
皇
室
専
用
浴
室
と
し
て
明
治

32
年
に
建
て
ら
れ
た
。
内
部
に
は
玉
座

の
間
、
御
居
間
、
御
湯
殿
な
ど
が
あ
り

豪
華
な
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
湯

殿
は
、
飛
鳥
乃
湯
泉
に
再
現
さ
れ
た
特

別
浴
室
で
入
浴
体
験
が
で
き
る
。

　

道
後
温
泉
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

無
加
温
・
無
加
水
の
源
泉
か
け
流
し
の

温
泉
で
肌
に
優
し
い
。

　

最
後
に
、
本
館
南
の
小
高
い
冠

か
ん
む
り

山や
ま

に
あ
る「
空
の
散
歩
道
」を
歩
い
て
回
り
、

湯ゆ

神じ
ん

社じ
ゃ

に
お
参
り
し
て
寄
り
道
を
終
え

た
。

ふ
ら
っ
と
寄
り
道

②道後商店街と放生園

連載

 03

①伊予鉄道 道後温泉駅と坊っちゃん列車

③椿の湯

④飛鳥乃湯泉
⑥赤いギヤマンガラス
が夕映えする振鷺閣と

伝説の白鷺 ⑤道後温泉本館又新殿・霊の湯棟

道後温泉
本館

椿の湯
飛鳥之湯泉

道後温泉駅

坊っちゃん列車

寄り道ルート
約 1㎞　約 60分

道
後
商
店
街

（
道
後
ハ
イ
カ
ラ
通
り
）

空の散歩道 湯神社

放生園
カラクリ時計

56

2

34

1

道
後
温
泉
界
隈
（
そ
の
１
）
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こ
ち
ら
事
務
局

　

今
年
は
、サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
W
B
C

な
ど
世
界
大
会
が
目
白
押
し
で
、
新

た
な
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
が
誕
生
す

る
の
で
は
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
ワ
ク
ワ
ク
が
、

当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
40
周
年
で
す
。

昭
和
62
年
10
月
に
事
務
局
を
開
設
し

て
か
ら
40
年
、
人
で
い
え
ば
一
番
脂

の
乗
り
切
っ
た
年
齢
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
中
、
記
念
事
業

等
の
準
備
に
も
取
り
掛
か
り
始
め
ま

し
た
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
干
支
は
丙
午
（
ひ

の
え
・
う
ま
）
で
す
。
情
熱
と
推
進

力
に
あ
ふ
れ
、
大
き
な
飛
躍
や
成
長

の
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
40
周
年
に
相
応
し
い
干

支
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
40
周

年
を
好
機
に
、
会
員
さ
ん
と
事
務
局

の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
Ｕ
）

　

前
回
の
シ
ル
バ
ー
松
山
「
秋
季
号
」

に
掲
載
し
た
「
頭
の
体
操
」
の
正
解

は
モ
ミ
ジ
ガ
リ
で
し
た
。
ご
応
募
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
正
解
者

（
21
名
）
の
う
ち
左
記
の
10
名
に
粗

品
を
進
呈
し
ま
す
。

URL https://m
-silver.sakura.ne.jp/

【
当
選
者
（
敬
称
略
）】

藤
原
桂
三
、
小
野
尚
一
、
正
岡
秀
一
、

清
水
早
苗
、
和
田
吉
照
、
名
樂
晴
美
、

福
崎
秀
子
、土
居
通
康
、福
山
み
ど
り
、

伊
藤
整
郎

編
集
後
記

① ②　 ③　 　 ④ ⑤

⑥ 　 　 　 　 ⑦　  　

⑧　 ⑨　 　 ⑩　 　 　 　

⑪　 　 　 ⑫　 　 ⑬　

⑭　 　 　 　 ⑮　 　

⑯　 　 　 ⑰　 　 　 　

⑱　 　 　 　　 　 ⑲　 　

ボ ヘ ミ ア ン 　 フ リ
ツ ノ 　 ン 　 フ ア ン
　 ヘ リ コ プ タ ー
ア ノ ヨ 　 リ ツ ス イ
　 モ ク ハ ン 　 ト ガ
カ ヘ イ 　 セ ト 　 ク
　 ジ ン ク ス 　 ア ブ

頭
の
体
操
・
前
回
の
答
え

世
代
を
つ
な
ぐ
デ
ジ
タ
ル
共
創

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

域
活
動
の
機
会
が
乏
し
く
、
高
齢
者

は
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
不
慣
れ
で
、
世

代
間
の
交
流
が
少
な
く
な
る
こ
と
に

よ
り
地
域
活
動
が
衰
退
す
る
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、当
セ
ン
タ
ー
は
、ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
リ
ン
ク
と
連
携
し
、
地
域
の
高

齢
者
の「
知
恵
」
と
若
者
の「
行
動
力
」

を
融
合
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を

図
り
、
会
員
さ
ん
の
活
躍
の
場
を
拡
げ

ま
す
。

●
用
語
解
説

※
１
「
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

　
�　

英
語
の"generation"

に
由
来
し
、
主
に 「
世
代
」

や
「
同
世
代
の
人
々
」 を
意
味
す
る
。

※
２
「
リ
ン
ク
」（Link

）

　

�　
一
般
的
に
は
英
語
で
、
鎖
（
名
詞
）、
連
結
す
る
、

関
連
付
け
る
（
と
も
に
動
詞
）、
と
い
っ
た
意
味

※
３
「
ネ
ク
サ
ス
」（nexus

）

　

�　

物
事
や
人
々
の
間
の
つ
な
が
り
や
結
び
つ
き
を
意

味
す
る
英
単
語

　
【
表
紙
の
写
真
】

　
「
共
創
イ
ベ
ン
ト
」
第
1
弾
と
し
て
12

月
28
日
に
「
歳
神
様
を
迎
え
る
伝
承
の

儀 

門
松
づ
く
り
と
餅
つ
き
の
年
迎
え
体

験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
若
者

の
発
案
で
、
正
月
の
伝
統
行
事
を
継
承

す
る
た
め
、
昔
は
当
た
り
前
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
た
「
門
松
づ
く
り
」、「
餅
つ

き
」を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
再
現
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、高
齢
者
の
「
経
験
」
と
「
想

い
」
を
、
若
者
の
「
感
性
」
と
「
技
術
」

で
未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
社
団
法
人

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ン
ク
（
以
下

「
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ン
ク
」
と
い

う
。）と「
デ
ジ
タ
ル 

ネ
ク
サ
ス
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
長
年
の
経
験
と
知

識
を
持
つ
高
齢
者
と
若
い
世
代
の
豊

か
な
発
想
と
情
報
発
信
力
を
「
デ
ジ

タ
ル
」
と
い
う
手
段
で
結
び
つ
け
、
地

域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
新
た
な

挑
戦
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ン
ク
は
、
若

手
経
営
者
3
名
が
中
心
と
な
り
、
立

ち
上
げ
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を

持
つ
若
者
を
支
え
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

的
な
団
体
で
す
。
若
者
が
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
新
し

い
視
点
や
創
造
的
な
発
想
が
取
り
入

れ
ら
れ
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
深

ま
り
、町
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

松
山
市
で
は
少
子
高
齢
化
と
若
者

の
県
外
流
出
に
よ
り
地
域
の
活
力
が

低
下
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
若
者
は
地

※
１

※
2

※
3


